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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

（注）「自己資本比率」は、（期末純資産の部合計－期末少数株主持分）を期末資産の部合計で除して算出しております。 
 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

経常収益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 65,579 △0.1 9,822 △7.5 4,007 △54.9

23年3月期第3四半期 65,661 0.5 10,620 344.7 8,879 468.5

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 13,721百万円 （△21.6％） 23年3月期第3四半期 17,503百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 5.46 3.98
23年3月期第3四半期 12.15 8.98

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 3,829,878 177,106 4.6
23年3月期 3,771,269 165,994 4.3

（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  174,921百万円 23年3月期  163,841百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  

上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当状況を記載しております。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式（非上場）の配当の状況に 
ついては、「種類株式の配当の状況」をご覧下さい。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
24年3月期 ― 0.00 ―

24年3月期（予想） 3.00 3.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

経常収益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 84,200 △3.5 12,500 11.1 8,200 23.5 10.48



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基 
 づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、 
 実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 なお、業績予想に関する事項につきましては、【添付資料】２ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想に関する定性的情報」 
 をご覧下さい。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 745,017,053 株 23年3月期 741,215,810 株

② 期末自己株式数 24年3月期3Q 7,351,124 株 23年3月期 9,240,824 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 734,276,921 株 23年3月期3Q 730,798,177 株



（種類株式の配当の状況）

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

第４回第一種優先株式

23年3月期
24年3月期
24年3月期（予想）

（注）第４回第一種優先株式は、市場金利に連動し配当額が決定されます。

第二種優先株式

23年3月期
24年3月期

（注）第二種優先株式については、平成23年９月30日までに普通株式を対価とする取得請求のなかった株式の全てを、平成23年10月
　 　 １日に当社が一斉取得し、普通株式を交付しております。

１株当たり配当金

　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭
第1四半期末 第2四半期末 期末 合計

　－ 　     12   00　     12   00

　     11   00

第3四半期末

　－ 　      0   00

第1四半期末 第2四半期末

　－ 　      0   00 　－

第3四半期末

　     11   00

　－ 　      0   00
　     10   00　－ 　      0   00 　－ 　     10   00
　　　　円　銭

期末 合計
１株当たり配当金

　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭 　　　　円　銭



【添付資料】

［目次］

１．当四半期決算に関する定性的情報････････････････････････････････････････････････2

（１）連結経営成績に関する定性的情報･･････････････････････････････････････････2
（２）連結財政状態に関する定性的情報･･････････････････････････････････････････2
（３）連結業績予想に関する定性的情報･･････････････････････････････････････････2

２．サマリー情報（その他）に関する事項････････････････････････････････････････････2

追加情報･････････････････････････････････････････････････････････････････････2

３．四半期連結財務諸表････････････････････････････････････････････････････････････3

（１）四半期連結貸借対照表････････････････････････････････････････････････････3
（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書････････････････････････4
（３）継続企業の前提に関する注記･･････････････････････････････････････････････6
（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記････････････････････････････6

※平成24年３月期 第３四半期決算説明資料

（株）紀陽ホールディングス（ ） 平成 年３月期 第３四半期決算短信8415 24

1



（株）紀陽ホールディングス（ ） 平成 年３月期 第３四半期決算短信8415 24

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

当第３四半期累計期間の連結経営成績につきましては、役務取引等収益が増加となる一
方、債券売却益が減少したことなどから、経常収益は、前年同期比 82百万円減少の 655
億79百万円となりました。

経常費用につきましては、預金利息、与信関連費用および営業経費が減少したものの、
有価証券の償却額が増加したことなどにより、前年同期比 7億16百万円増加の 557億57百
万円となりました。

この結果、連結経常利益は、前年同期比 7億98百万円減少の 98億22百万円となりまし
た。

連結四半期純利益につきましては、退職給付制度改定益を特別利益に計上する一方、法
人税率の変更などに伴い、法人税等調整額が増加したことなどから、前年同期比 48億72
百万円減少の 40億7百万円となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

当第３四半期会計期間末における連結財政状態につきましては、総資産が 3兆8,298億
円、純資産が 1,771億円となりました。

貸出金につきましては、前連結会計年度末比 11億円減少の 2兆4,974億円となりまし
た。公共貸出は減少となりましたが、住宅ローンを含む消費者ローンは引き続き増加基調
にあります。

預金・譲渡性預金につきましては、個人預金や法人預金を中心に増加し、前連結会計年
度末比 485億円増加の 3兆4,909億円となりました。

また、有価証券につきましては、前連結会計年度末比 1,498億円増加の 1兆260億円と
なりました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

平成24年３月期の連結業績予想につきましては、平成23年11月11日に公表しました連結
業績予想から変更はございません。

２．サマリー情報（その他）に関する事項

・追加情報

（１）会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正か
ら 「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準 （企業会計基準第 号平成 年、 」 24 21

月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」(企業会12
計基準適用指針第 号平成 年 月４日）を適用しております。24 21 12

なお 「金融商品会計に関する実務指針 （日本公認会計士協会会計制度委員会報告、 」
第 号）に基づき、当第３四半期連結累計期間の「貸倒引当金戻入益」及び「償却債14
権取立益」は 「その他経常収益」に計上しておりますが、前第３四半期連結累計期間、
については遡及処理を行っておりません。

（２）退職給付制度の改定

当社の連結子会社である株式会社紀陽銀行は、平成 年４月１日に退職給付制度の23
改定を行い、適格退職年金制度から確定給付企業年金制度へ移行し 「退職給付制度間、
の移行等に関する会計処理 （企業会計基準適用指針第１号）を適用しております。」

この移行に伴い、退職給付債務が 百万円減少し、同額の過去勤務債務が発生し1,476
ております。この過去勤務債務については、株式会社紀陽銀行の会計処理方針に従い、
当第３四半期連結累計期間において一括償却を行い、退職給付制度改定益 百万円1,476
を特別利益に計上しております。
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３．四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

現金預け金 116,236 57,208

コールローン及び買入手形 172,972 120,393

買入金銭債権 3,497 2,986

商品有価証券 4,119 2,690

有価証券 876,262 1,026,097

貸出金 2,498,564 2,497,405

外国為替 1,858 2,037

その他資産 32,723 66,259

有形固定資産 34,323 33,979

無形固定資産 16,456 14,234

繰延税金資産 28,788 19,176

支払承諾見返 16,405 15,747

貸倒引当金 △30,938 △28,339

資産の部合計 3,771,269 3,829,878

負債の部   

預金 3,358,689 3,426,646

譲渡性預金 83,771 64,336

債券貸借取引受入担保金 52,168 72,810

借用金 25,455 22,281

外国為替 38 59

社債 15,000 18,000

その他負債 52,662 31,942

退職給付引当金 28 28

役員退職慰労引当金 32 32

睡眠預金払戻損失引当金 636 526

偶発損失引当金 384 359

支払承諾 16,405 15,747

負債の部合計 3,605,274 3,652,771

純資産の部   

資本金 58,350 58,350

資本剰余金 64,609 64,602

利益剰余金 40,921 42,153

自己株式 △1,089 △871

株主資本合計 162,791 164,234

その他有価証券評価差額金 830 10,686

繰延ヘッジ損益 219 0

その他の包括利益累計額合計 1,050 10,687

少数株主持分 2,153 2,184

純資産の部合計 165,994 177,106

負債及び純資産の部合計 3,771,269 3,829,878

（株）紀陽ホールディングス(8415)　平成24年３月期　第３四半期決算短信
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

経常収益 65,661 65,579

資金運用収益 45,583 44,243

（うち貸出金利息） 34,401 34,282

（うち有価証券利息配当金） 10,997 9,720

役務取引等収益 7,940 8,460

その他業務収益 11,500 8,730

その他経常収益 637 4,144

経常費用 55,041 55,757

資金調達費用 6,769 5,433

（うち預金利息） 5,715 4,438

役務取引等費用 2,926 2,940

その他業務費用 5,573 7,110

営業経費 32,279 31,414

その他経常費用 7,492 8,859

経常利益 10,620 9,822

特別利益 4,900 1,491

固定資産処分益 － 15

貸倒引当金戻入益 3,410 －

償却債権取立益 1,490 －

退職給付制度改定益 － 1,476

特別損失 1,236 55

固定資産処分損 165 48

減損損失 822 7

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 249 －

税金等調整前四半期純利益 14,283 11,257

法人税、住民税及び事業税 511 442

法人税等調整額 4,790 6,737

法人税等合計 5,302 7,179

少数株主損益調整前四半期純利益 8,981 4,078

少数株主利益 101 71

四半期純利益 8,879 4,007

（株）紀陽ホールディングス(8415)　平成24年３月期　第３四半期決算短信
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 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 8,981 4,078

その他の包括利益 8,522 9,642

その他有価証券評価差額金 8,521 9,861

繰延ヘッジ損益 1 △218

四半期包括利益 17,503 13,721

親会社株主に係る四半期包括利益 17,408 13,644

少数株主に係る四半期包括利益 95 76

（株）紀陽ホールディングス(8415)　平成24年３月期　第３四半期決算短信
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（３）継続企業の前提に関する注記

該当事項はございません。

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はございません。
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１．損益の状況

（１）紀陽ホールディングス連結

（単位：百万円）

平成24年3月期 平成23年3月期 平成24年3月期

第3四半期 第3四半期 比較 通期業績予想値

連結累計期間 連結累計期間 (ａ－ｂ)

(ａ) (ｂ)

45,951 49,755 △ 3,804連 結 粗 利 益

38,810 38,813 △ 3資 金 利 益

5,520 5,013 507役 務 取 引 等 利 益

1,620 5,927 △ 4,307そ の 他 業 務 利 益

(676) (4,735) (△ 4,059)（ 債 券 関 係 損 益 ）う ち

営 業 経 費 （ △ ） 31,414 32,279 △ 865

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 （ △ ） － －－

株 式 関 係 損 益 △ 5,825 △ 3,253 △ 2,572

不 良 債 権 処 理 額 （ △ ） 2,683 3,750 △ 1,067

2,380 3,527 △ 1,147う ち 貸 出 金 償 却 （ △ ）

－ － －うち個別貸倒引当金繰入額（△）

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 1,400 － 1,400

償 却 債 権 取 立 益 1,353 － 1,353

9,822 10,620 △ 798 12,500経 常 利 益

特 別 損 益 1,435 3,663 △ 2,228

－ 3,410 △ 3,410う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

－ 1,490 △ 1,490う ち 償 却 債 権 取 立 益

7 822 △ 815う ち 固 定 資 産 減 損 損 失 （ △ ）

退 職 給 付 制 度 改 定 益 1,476 － 1,476う ち

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益 11,257 14,283 △ 3,026

法 人 税 等 合 計 （ △ ） 7,179 5,302 1,877

法人税、住民税及び事業税（△） 442 511 △ 69

法 人 税 等 調 整 額 （ △ ） 6,737 4,790 1,947

少数株主損益調整前四半期純利益 4,078 8,981 △ 4,903

少 数 株 主 利 益 71 101 △ 30

4,007 8,879 △ 4,872 8,200四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

与 信 コ ス ト 総 額 （ △ ） △ 100 △ 1,162 1,062

（注）１．連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）

＋（その他業務収益－その他業務費用）

２．「貸倒引当金戻入益」及び「償却債権取立益」は、従来「特別利益」に計上しておりましたが、

当期より「その他経常収益」に計上しております。

３．与信コスト総額は、与信費用（一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額）に貸倒引当金戻入益

や償却債権取立益などの与信関連損益を加味して算出しております。

４．（△）は損失項目です。

当第３四半期累計期間の紀陽ホールディングス連結経営成績は、市場金利が低位で推移する中、資

金利益は前年同期とほぼ横這いで推移しました。また、営業経費や与信関連費用などが減少したもの

の、有価証券関係の減損損失などが発生したことから、経常利益が前年同期比7億円減少の98億円、

四半期純利益が前年同期比48億円減少の40億円となりました。

株式会社紀陽ホールディングス
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（２）紀陽銀行単体

（単位：百万円）

平成24年3月期 平成23年3月期 平成24年3月期

第3四半期 第3四半期 比較 通期業績予想値

累計期間 累計期間 (ａ－ｂ)

(ａ) (ｂ)

42,961 46,681 △ 3,720業 務 粗 利 益

38,709 38,623 86資 金 利 益

3,335 2,916 419役 務 取 引 等 利 益

915 5,142 △ 4,227そ の 他 業 務 利 益

(658) (4,735) (△ 4,077)（ 債 券 関 係 損 益 ）う ち

経費（除く臨時処理分）（△） 28,845 29,743 △ 898

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 （ △ ） － － －

業 務 純 益 14,115 16,938 △ 2,823

13,457 12,202 1,255う ち コ ア 業 務 純 益

臨 時 損 益 △ 3,714 △ 5,689 1,975

△ 5,825 △ 3,265 △ 2,560株 式 関 係 損 益

株 式 等 償 却 （ △ ） 5,154 1,437 3,717う ち

1,742 2,788 △ 1,046不 良 債 権 処 理 額 （ △ ）

1,444 2,571 △ 1,127う ち 貸 出 金 償 却 （ △ ）

－ － －うち個別貸倒引当金繰入額（△）

1,576 － 1,576貸 倒 引 当 金 戻 入 益

925 － 925償 却 債 権 取 立 益

1,350 364 986そ の 他

10,401 11,249 △ 848 14,000経 常 利 益

特 別 損 益 1,437 3,983 △ 2,546

－ 4,154 △ 4,154う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

－ 1,064 △ 1,064う ち 償 却 債 権 取 立 益

7 822 △ 815う ち 固 定 資 産 減 損 損 失 （ △ ）

退 職 給 付 制 度 改 定 益 1,476 － 1,476う ち

税 引 前 四 半 期 純 利 益 11,838 15,232 △ 3,394

法 人 税 等 合 計 （ △ ） 6,729 4,907 1,822

法人税、住民税及び事業税（△） 46 45 1

法 人 税 等 調 整 額 （ △ ） 6,683 4,862 1,821

5,108 10,325 △ 5,217 9,700四 半 期 （ 当 期 ） 純 利 益

与 信 コ ス ト 総 額 （ △ ） △ 790 △ 2,443 1,653

（注）１．コア業務純益とは、一般貸倒引当金繰入前、債券関係損益控除後の業務純益です。

２．「貸倒引当金戻入益」及び「償却債権取立益」は、従来「特別利益」に計上しておりましたが、

当期より「その他経常収益」に計上しております。

３．与信コスト総額は、与信費用（一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額）に貸倒引当金戻入益

や償却債権取立益などの与信関連損益を加味して算出しております。

４．（△）は損失項目です。

紀陽銀行単体ベースの経常利益については、前年同期比8億円減少の104億円となりました。これは、

資金利益が堅調に推移し、経費および与信関連費用が減少したものの、有価証券関係の減損損失などが

発生したことによるものです。

また、四半期純利益については、法人税率の変更などに伴い、法人税等調整額が18億円増加したこと

などにより、前年同期比52億円減少の51億円となりました。
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２．預金、貸出金の残高

（紀陽銀行単体）

（単位：億円） （参考）（単位：億円）

平成23年12月末 平成22年12月末 前年同期比 平成23年3月末

預金・譲渡性預金（末残） 35,042 34,882 160 34,610

うち預金 34,328 33,766 562 33,648

うち個人預金 26,544 26,019 525 25,974

貸出金（末残） 25,043 24,561 482 25,051

うち消費者ローン 8,971 8,751 220 8,814

うち住宅ローン 7,677 7,486 191 7,529

３．預かり資産（投資信託・公共債・個人年金保険等）残高

（紀陽銀行単体）

（単位：億円） （参考）（単位：億円）

平成23年12月末 平成22年12月末 前年同期比 平成23年3月末

投資信託残高 1,438 1,466 △ 28 1,545

公共債残高 539 651 △ 112 607

投資信託・公共債合計残高 1,978 2,118 △ 140 2,153

個人年金保険等 2,449 2,165 284 2,182

（注）個人年金保険等は、販売累計額を記載しております。

４．自己資本比率

（紀陽ホールディングス連結、第二基準）
（単位：億円） （単位：億円）

平成23年12月末(A) 平成23年9月末(B) 比較(A)-(B)

自己資本比率 11.80 ％ 11.79 ％ 0.01 ％

Ｔｉｅｒ１比率 9.02 ％ 9.03 ％ △ 0.01 ％

自己資本額 2,086 2,095 △ 9

うちＴｉｅｒ１ 1,595 1,606 △ 11

リスクアセット等 17,672 17,768 △ 96

総所要自己資本額 706 710 △ 4

（紀陽銀行単体、国内基準）
（単位：億円） （単位：億円）

平成23年12月末(A) 平成23年9月末(B) 比較(A)-(B)

自己資本比率 11.12 ％ 11.12 ％ 0.00 ％

Ｔｉｅｒ１比率 8.44 ％ 8.46 ％ △ 0.02 ％

自己資本額 1,954 1,964 △ 10

うちＴｉｅｒ１ 1,484 1,494 △ 10

リスクアセット等 17,572 17,666 △ 94

総所要自己資本額 702 706 △ 4

株式会社紀陽ホールディングス
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５．時価のある有価証券の評価差額

（紀陽銀行単体）

（単位：億円）

平成23年12月末 平成23年3月末

評価差額 評価差額

うち益 うち損 うち益 うち損

満期保有目的（注３） 4 11 7 18 18 0

その他有価証券 156 249 93 27 160 133

株式 △ 8 18 26 △ 15 27 42

債券 114 115 0 49 58 9

その他 △ 2 63 65 △ 64 17 81

（注４） 52 52 － 58 58 －

総合計 160 261 100 45 179 133

（注１）有価証券のほか、買入金銭債権中の信託受益権も含めております。
（注２）時価のある子会社・関連会社株式はございません。
（注３）満期保有目的として保有する変動利付国債の一部については、合理的に算定された価額により評価

しております。
（注４）変動利付国債の保有目的区分変更（「その他有価証券」から「満期保有目的」へ）により発生した

評価差額を記載しております。

６．金融再生法ベースのカテゴリーによる開示

（紀陽銀行単体）
（単位：億円）

平成23年12月末 平成23年3月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 231 245

危険債権 613 627

要管理債権 72 78

小計 917 950

（合計債権残高に占める比率） ( 3.61%) （ 3.74%）

正常債権 24,474 24,447

合計 25,392 25,397

以 上

株式会社紀陽ホールディングス
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